
第3回JAIMA・JSIA「分析機器・科学機器遺産」認定事業にて「む
つ鉄を使用した低バックグラウンド大型遮蔽体による放射化分析
用γ線測定装置」が選定～旧日本海軍の戦艦陸奥(むつ)が姿を変
え、今も現役で稼働～

東京都市大学（東京都世田谷区 学長：北澤 宏一）では、一般社団法人日本分析機器工業会JAIMA
(東京都千代田区 会長：服部 重彦/株式会社島津製作所
代表取締役会長)と一般社団法人日本科学機器協会JSIA (東京都中央区 会長：矢澤
英人/株式会社ダルトン代表取締役社長)の主催による、第3回「分析機器・科学機器遺産」認定事
業において、本学が申請した「むつ鉄を使用した低バックグラウンド大型遮蔽体による放射化分
析用γ線測定装置」が選定されましたのでお知らせいたします。

今回、遺産登録に認定された本学の放射化分析装置は、1974年に制作されたもので、その検出器
周辺の遮蔽体は、沈没した旧日本海軍の戦艦陸奥(むつ)から引き上げられた鉄の一部“むつ鉄”
※１と鉛で構成されており、自然放射線を遮断し、低いレベルの放射能を測定でき、本学で開発
したγ線測定解析システム（GAMAシステム）により、測定から解析までをオンラインで行ってき
ました。現在、測定・解析システムは入替しましたが、検出器周辺の遮蔽体はそのまま用い、環
境放射能測定用として、特に2011年に発生した福島第一原子力発電所事故以降は飛散した放射性
物質や放射能測定用認証標準物質開発のための放射能測定などに利用され、社会にその成果を数
多く提供・貢献しております。
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この認定事業は、日本国民の生活・経済・教育・文化に貢献した貴重な分析技術/分析機器や科学
機器を、文化的遺産として後世に伝えることを目的に、2012年度より開始されたもので、今回、
第 3回目として、本学を含め、16件（第1回20件, 第2回15件）が認定されております。なお、
2014年9月   3 日(水)から5日（金）まで幕張メッセで開催する展示会 JASIS
2014の会期中には、展示会場内で、本学の装置のレプリカ（同寸のタペストリー）の展示を行い
ます。

東京都市大学「むつ鉄を使用した低バックグラウンド大型遮蔽体による放射化分析用γ線測定装
置」の詳細は以下のウェブサイトよりご覧ください。

http://www.goto-ikuei.ac.jp/50press/2014/2014-0715-1708-14.html

※１：「むつ鉄」は、沈没した旧日本海軍の戦艦陸奥から引き上げられた鉄の一部であり、現代
の鉄と異なり戦前の鉄には放射性コバルトが含有されていなく、また、充分厚みを確保できるこ
とから遮蔽体としてふさわしい材質である。戦後の鉄材には高炉の耐火煉瓦の消耗を測定するた
め、人工の放射性コバルトが使用され、その一部が鉄材に混入し、バックグラウンドを上げ、微
量な放射能測定には適さない。
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